
合理的配慮 － 何が求められるの? 

～ 僕の経験を通して考えたこと ～ 

 

七沢自立支援ホーム 

 矢部健三 



僕のプロフィール 

• 13歳で失明し、盲学
校に転校 

• 全盲で初めて県立普
通高校に進学 

• 大卒後、七沢自立支
援ホーム勤務 

• 点字・PC等訓練と生
活支援を担当 

• 趣味はスキー 

 



今日のテーマ 

• 「視覚障害」ってなんだろう？ 

• 中学・高校・大学で求めた配慮 

• 社会人になってから求めた配慮 

• 仕事や社会活動で提供した配慮 

• 私たち職員が「合理的配慮」のた

めに考えなければならないこと 



Q:視覚障害ってどんな障害？ 



視覚障害等級表 

1級  両眼矯正視力の和が0.01以下  

2級 1.両眼矯正視力の和が0.02以上0.04以下 

2.両眼視野がそれぞれ10度以内かつ損失率が95％以上 

3級 1. 両眼矯正視力の和が0.05以上0.08以下 

2. 両眼視野がそれぞれ10度以内かつ損失率が90％以上  

4級 1. 両眼矯正視力の和が0.09以上0.12以下 

2. 両眼視野がそれぞれ10度以内  

5級 1. 両眼矯正視力の和が0.13以上0.2以下 

2. 両眼による視野の２分の１以上がかけている  

6級  矯正視力が１眼は0.02以下、他眼は0.6以下で、 

 両眼矯正視力の和が0.2以上  



「障害」の社会モデル 
※ＷＨＯ「国際生活機能分類」 

 

 

 

 

 

 

 



差別解消のための合理的配慮
は… 

※ＷＨＯ「国際生活機能分類」 
 

 

 

 

 

 

 



中学時代に求めた配慮 

• 普通学級への在籍継続 

• 通学路の歩行訓練 

• 普通高校入試の点字受験・時間延長 

• 受験会場の暖房 





高校時代に求めた配慮 

• 教科書の事前購入 

• プリントの事前配布 

• 数学での点字タイプ仕様・触図の作成 

• 実技授業での補助教員配置 

• 定期試験の点字化・時間延長 

×校内事故等への責任を求めない旨の制約書 





大学時代に求めた配慮 

• 教科書の事前購入 

• プリントの事前配布 

• 試験やレポートの点字対応 

• 教室入り口やエレベーターの点字表示 

• 対面朗読室の確保・図書館でのレファレンス
サービス・録音図書の作成など 

×情報処理科目の受講拒否 



社会人になってから求めた配慮 

• 職場： 
– HPのアクセシビリティ確保 

– グループウェアのアクセシビリティ確保 

– 会議資料のレイアウト調整 

• その他： 
– 役所・金融機関等窓口での代読・代筆 

– 公報PDF版のアクセシビリティ確保 



仕事や社会活動で提供してきた
配慮 

• 配布資料の点訳 

• 会報などの点訳・音訳 

• 講演会などでの通訳確保 





Q:私たち職員が「合理的配慮」

のために考えなければならない
ことは？ 



ポイントは 

• 障害の社会モデルを理解する 

– 「障害」は、障害者個人の問題ではなく、周囲の人々

や社会との関係によって生じるものである 

• 配慮の平等性を理解する 

– 合理的配慮は、特別扱いでも逆差別でもない。 

– 配慮は、様々な形でみんなが受けている。 



ポイントは 

• 障害の社会モデルを理解する 

– 「障害」は、障害者個人の問題ではなく、周囲の人々

や社会との関係によって生じるものである 

• 配慮の平等性を理解する 

– 合理的配慮は、特別扱いでも逆差別でもない。 

– 配慮は、様々な形でみんなが受けている。 



差別解消法では 

• 不当な差別的取扱いは、行政機関等と事
業者ともに禁止 

• 合理的な配慮は、行政機関等は義務、事
業者は努力義務 

• 職員対応要領の策定は、国などは義務、地
方公共団体などは努力義務 

• 事業者向けの対応指針の策定は、国の義
務 



合理的配慮の実施要件は 

• 障害者から現に社会的障壁の除去を必要

としている旨の意思の表明がある 

• 社会的障壁の除去の実施に伴う負担が過

重でない 



視覚障害者だけが対象? 

• 視覚だけでなく、その他の障害、聴覚障害

や肢体不自由などへの配慮も求められる 

• 継続した職員研修が重要 



当事者のエンパワメント 

• 適切に意思表明できるようになるために 

• 妥当な合意点を見出せるようになるために 



まとめ 

• 配慮はみんな受けている→障害者だけ

が受けているわけではない 

• 視覚だけでなく、その他の障害、聴覚障

害や肢体不自由などへの配慮 

• 意思表明できるように、合意点を見いだ

せるようになるためのエンパワメント 



ご清聴ありがとうございました! 

• end credits 

• 出演 矢部健三 

• 脚本 矢部健三 

• スライド作成 鈴木絵理 

• 触図作成 内野大介 

• 点字作成 矢部健三 

• 監督 矢部健三 


